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　人ロの動き
一7月1日現在一
男4，295（＋1）
女4，378（＋9）
計8，673（＋10）
世帯数2，252（＋3）

　（）は前月比較

くと
ぐ

こは円を描く手

に流れる大極拳たおやか
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灘
鶏
瀬
馨
擁
諜
蕎
蘇
鑓
選
雛
は
、

驚
繋
鰹
叢
灘
当
選
と
湊
諜
翔
諜
膨

灘
。　

難
欝
鎌
隠
瀞
麟
購
第
羅
翻
掬
雲

懸
灘
瀞
鷺
鎌
ー
護
鯵
謙
懸
。
驚
灘

鎌
鑑
　
灘
襲
照
鑛
醐
灘
麹
鐵
鞭
諜

題
懇
叢
懇
灘
縣
懇
縢
縫
総
慧
諜
難

羅
。

　
こ
の
度
の
町
長
選
挙
で
は
、
皆
様
の

変
わ
り
な
い
ご
支
援
の
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
、
四
期
目
の
当
選
の
栄
に
浴
し
、

感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
．

　
私
は
、
町
民
各
位
の
ご
期
待
に
お
報

い
す
る
た
め
、
初
心
を
忘
れ
ず
町
政
に

専
心
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、

旧
に
倍
し
て
の
ご
教
導
の
ほ
ど
を
切
に

南雲春雄町長

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
戦
後
五
十
年
、
町
は
大
き
く
変
化
し
、

発
展
し
つ
つ
、
今
新
た
な
展
開
を
見
せ

て
お
り
ま
す
。
私
は
、
日
々
生
ず
る
間

題
を
迅
速
に
解
決
し
、
き
め
細
か
な
、

配
慮
の
行
き
届
い
た
町
政
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　
地
方
行
政
の
進
め
方
も
、
従
来
の
上

意
下
達
型
か
ら
、
町
が
自
ら
計
画
し
、

実
践
す
る
も
の
を
、
国
や
県
は
財
政
、

技
術
の
両
面
か
ら
援
助
す
る
方
式
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
が
皆
様
か
ら
支
持
さ
れ
、

進
展
す
る
た
め
、
特
に
町
づ
く
り
の
優

れ
た
企
画
と
力
強
い
実
践
が
必
要
な
時

代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
、
新

し
い
川
西
町
像
を
実
現
す
る
た
め
の
第

五
次
総
合
開
発
計
画
（
平
成
八
年
～
十

七
年
）
の
基
本
項
目
を
次
の
よ
う
に
提

案
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

　
○
生
涯
学
習
活
動
の
推
進

　
○
若
者
及
び
女
性
の
社
会
参
加
の
促

　
　
進

　
○
地
域
間
交
流
、
海
外
研
修
の
展
開

　
○
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

　
○
高
等
教
育
機
関
の
誘
致

　
○
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
活
動
の
継
続

　
　
推
進

二
、
緑
と
う
る
お
い
の
あ
る
健
康
な
町

　
　
づ
く
り

　
○
温
泉
の
多
面
的
な
利
用

　
○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
　
施
設
の
整
備
、
充
実

　
○
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
展
開

三
、
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
町
づ
く
り

　
○
農
業
農
村
活
性
化
長
期
構
想
の
実

　
　
現

　
○
共
同
店
舗
建
設
の
促
進

　
○
都
市
計
画
街
路
事
業
の
推
進

　
○
特
産
品
開
発
の
奨
励

四
、
快
適
で
魅
力
あ
る
生
活
環
境
づ
く

　
　
り

　
○
雪
に
強
い
町
づ
く
り

　
○
下
水
道
の
整
備
促
進

　
○
宅
地
造
成
と
公
営
住
宅
建
設

　
○
仙
田
地
区
に
県
営
農
村
環
境
プ
ロ

　
　
ジ
ェ
ク
ト
導
入

五
、
思
い
や
り
に
満
ち
た
福
祉
の
町
づ

　
　
く
り

　
○
保
健
・
医
療
・
福
祉
体
制
の
強
化
、

　
　
促
進

　
○
あ
か
ね
会
諸
施
設
の
増
設
、
整
備

　
○
高
齢
者
専
用
住
宅
の
建
設

六
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く

　
　
り

　
○
地
域
防
災
計
画
の
早
急
な
見
直
し

　
○
広
域
消
防
体
制
の
充
実
、
整
備

　
○
公
共
建
築
物
、
道
路
河
川
等
の
安

　
　
全
対
策
充
実

　
こ
れ
ら
新
計
画
は
、
現
在
三
十
三
名

の
審
議
委
員
に
よ
っ
て
鋭
意
検
討
さ
れ

て
お
り
、
本
年
十
二
月
下
旬
に
成
案
の

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
終
り
に
、
梅
雨
明
け
を
間
近
に
し
、

皆
様
の
ご
健
康
を
衷
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

川
西
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会

に
新
計
画
を
諮
問
す
る
町
長
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「
行
革
本

　
六
月
十
九
日
、
役
場
内
に
「
行
政
改

革
推
進
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

変
革
の
時
代

　
今
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
を

控
え
、
情
報
化
、
国
際
化
の
進
展
、
生

活
の
質
や
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な

ど
、
内
外
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
伴
う

変
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
変
革
の
流
れ
の
中
で
、
真
に
豊

か
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
、

自
主
性
と
創
造
性
あ
る
行
政
経
営
が
求

め
ら
れ
て
ま
す
。

地
方
分
権

　
国
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
を
発
生

さ
せ
て
い
る
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
排

除
し
て
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図

る
と
と
も
に
、
国
民
が
等
し
く
ゆ
と
り

と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現 丘

口
」

行
政
改
革
推
進
本
部
の
初
会
合

を
設
置

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

国
と
地
方
の
役
割
を
見
直
し
、
中
央
集

権
的
行
政
の
あ
り
方
を
間
い
直
し
、
国

か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
、
地
方
税
財

源
の
充
実
強
化
等
、
次
代
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
自
治
の
確
立
に
着
手
し
て
い
ま

す
。　

町
で
も
、
こ
の
地
方
分
権
が
積
極
的

に
推
進
さ
れ
る
よ
う
注
目
し
て
い
ま
す
。

住
民
自
治

　
役
場
の
業
務
は
、
　
「
住
民
の
、
住
民

に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
、
行
政
」
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
地
方

自
治
の
本
旨
で
も
あ
り
ま
す
が
、
自
治

行
政
の
主
役
は
「
住
民
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る

と
今
以
上
に
地
域
の
意
向
を
活
か
し
た

施
策
の
取
り
組
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
、
住
民
の
「
自
治
意
識
」

「
負
担
意
識
」
が
更
に
要
請
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
今
、
行
革
な
の
か

　
こ
の
よ
う
に
、
変
わ
り
ゆ
く
社
会
経

済
情
勢
に
、
町
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　
行
革
本
部
で
は
、
本
年
中
に
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
十
分
反
映
さ
せ
た

「
行
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
住
民
の
目

線
に
立
っ
た
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
革
の
柱
は

　
そ
の
第
一
は
、
行
政
の
公
開
で
す
。

行
政
側
か
ら
住
民
と
の
回
路
を
開
き
、

情
報
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
か
つ
豊
富

に
伝
え
、
住
民
に
「
公
共
性
」
　
「
地
域
」

「
町
の
将
来
」
な
ど
を
考
え
て
も
ら
う

材
料
や
キ
ッ
カ
ケ
を
提
供
し
て
ゆ
く
こ

と
で
す
。
こ
の
場
合
大
切
な
こ
と
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
面
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
を
行
う
に
必
要
な
負
担
面
も
あ
わ
せ

て
示
す
こ
と
で
す
。
「
自
分
の
町
は
自
分

た
ち
で
」
と
い
う
住
民
の
自
立
自
助
や

自
治
意
識
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
く

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
古
い
役
場
体

質
や
画
一
的
で
中
央
依
存
の
職
員
意
識

の
転
換
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

考
え
で
す
。

確
実
な
行
革
の
歩
み
を

　
行
政
改
革
は
、
換
言
す
れ
ば
「
簡
素

合
理
化
」
の
実
行
で
あ
り
、
当
然
厳
し

さ
、
苦
し
さ
を
伴
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
七
年
六
月
十
八
日
執
行

川
西
町
長
選
挙
結
果

　
　
　
（
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
発
表
）

選挙当日の

最終有権者
数

男
一
　
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
一
女

3，245人

3，441人

計 6，686人

投票者数

男
一
　
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
一
女

2，999人

3，245人

計 6，244人

投　票　率

男
一
　
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
一
女

92．42％

94．30％
計 93．39％

候
補
者
別
得
票
数

南
雲
審
雄

　
　
　
・
軍
曇
○
鵡
票

北
村
準
鱒

　
　
　
　
鱒
．
薫
朔
．
裁
簸
蒙

　
　
　
　
　
無
効
　
五
十
二
票

謹
彰

灘

　
第
幽
回
町
議
套
建
例
会
が
六
月
黒
十

七
懸
か
ら
開
か
れ
驚
い
ま
す
。
会
期
は
、

叢
月
帯
菰
溺
ま
姪
の
予
定
懇
す
。
初
麟

の
激
帯
七
国
は
、
州
西
購
ホ
ー
ム
ヘ
羅

プ
蹟
ー
逡
ス
事
業
匿
伴
う
費
襯
徴
収
条

例
の
一
部
謹
改
鐙
す
る
条
例
ほ
か
㎜
件

の
条
例
改
韮
を
可
決
。
続
嚇
で
、
平
成

幾
墾
騰
踊
般
畿
謙
補
鑑
予
算
騰
第
一
号
〉

及
び
麗
つ
の
特
別
套
計
織
第
｝
号
鞭
老

心
糎
の
購
業
会
欝
《
第
㎝
号
）
の
補
正

予
算
、
川
西
町
下
水
中
継
ポ
ン
プ
場
建

設
颪
事
講
負
契
約
な
ど
を
可
決
し
ま
し

羅
。

　
ま
た
、
罰
法
律
扶
助
に
関
す
る
塞
本
法

の
制
定
と
財
政
措
置
の
拡
充
強
化
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
嵐
に
関
す
る
講
願

ほ
潜
心
件
を
採
択
し
、
ケ
ー
ブ
ル
灘
撫

逡
開
設
に
関
す
る
講
願
を
総
務
文
教
委

員
会
に
付
託
じ
ま
し
た
。

　
一
般
会
謎
補
正
予
算
の
主
な
理
由
ほ
、

節
黒
城
鋳
ヤ
ン
プ
場
整
備
工
事
、
庚
塚

野
球
場
大
規
模
改
造
工
事
な
ど
の
増
額

に
よ
る
も
の
瞭
、
入
千
六
百
四
十
八
万

六
華
円
増
え
て
、
五
十
七
億
四
十
二
万

三
華
円
と
な
っ
て
麟
ま
す
。

07．7．10



　　　　し　　もん
を審議会に諮問

　
町
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
「
第

四
次
川
西
町
総
合
開
発
計
画
」
を
策
定

し
、
以
来
今
日
ま
で
こ
れ
を
町
づ
く
り

の
基
本
的
な
指
針
と
し
て
、
そ
の
と
き

ど
き
の
社
会
情
勢
や
住
民
二
ー
ズ
等
に

適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
各
種
の
施
策

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
が
こ
の
計
画
の
最
終
年
度
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
末
に
は
、
次

の
総
合
開
発
計
画
「
第
五
次
川
西
町
総

合
開
発
計
画
」
　
（
以
下
「
第
五
次
計
画
」

と
い
う
。
）
策
定
の
た
め
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
第
四
次
総
合

開
発
計
画
の
達
成
状
況
、
今
後
の
課
題

な
ど
の
調
査
分
析
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
広
く
町
民
の
英
知
を
第
五
次
計
画
に

反
映
す
る
た
め
、
町
で
は
県
の
関
係
機

関
を
含
む
三
十
三
人
の
方
を
「
川
西
町

総
合
開
発
計
画
審
議
会
委
員
」
に
委
嘱

し
、
五
月
三
十
一
日
に
第
一
回
審
議
会

を
開
い
て
、
第
五
次
計
画
の
策
定
を
諮

間
し
ま
し
た
。

　
女
性
の
社
会
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い

る
今
日
、
女
性
の
視
点
か
ら
と
ら
え
た

町
づ
く
り
を
と
、
今
ま
で
に
な
く
多
い

十
二
人
の
女
性
委
員
に
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
審
議
会
で
は
、
平
成
八
年
度
か

ら
十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間
の
町
づ
く

り
構
想
（
基
本
構
想
）
と
、
平
成
八
年

度
か
ら
五
年
間
の
構
想
推
進
の
た
め
の

蝦　　凄
　縣

懸

基
本
計
画
を
定
め
た
『
第
五
次
計
画
』

に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
い
、
十
二
月

に
答
申
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
第
五
次
計
画
の
策
定
方
針
や

体
制
、
審
議
会
委
員
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。総

合
開
発
計
画
と
は

　
総
合
開
発
計
画
は
、
数
あ
る
町
の
計

画
の
中
で
も
最
上
位
の
計
画
と
さ
れ
て

お
り
、
地
方
自
治
法
第
二
条
に
次
の
と

お
り
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
市
町
村
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経

て
そ
の
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基

本
構
想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
う

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』

ど
ん
な
考
え
方
で
策
定
す
る
の
か

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

①
時
代
の
流
れ
を
見
据
え
、
ど
の
よ
う

　
な
町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
目
指

　
す
の
か
明
確
に
打
ち
出
す
。

②
構
想
な
ど
従
来
の
形
式
に
こ
だ
わ
ら

　
ず
、
夢
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す
く
親

　
し
み
の
も
て
る
内
容
に
努
め
る
。

③
広
域
圏
を
考
慮
し
た
川
西
町
の
特
色
、

　
役
割
を
明
確
に
す
る
。

　
　
　
　
④
構
想
と
基
本
計
画
を
結
ぶ

　
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛

　
り
込
む
。

⑤
既
存
の
各
種
個
別
構
想
・

　
計
画
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

⑥
実
質
的
な
策
定
作
業
を
行

　
う
策
定
委
員
会
を
設
置
。

　
委
員
は
課
長
補
佐
及
び
係

　
長
ク
ラ
ス
で
構
成
し
、
横

　
断
的
か
つ
総
合
的
な
策
定

　
作
業
に
努
め
る
。

⑦
策
定
委
員
会
の
上
部
機
関

　
と
し
て
、
庁
議
（
町
三
役
、

　
教
育
長
、
課
長
等
で
構
成
）

　
を
策
定
調
整
会
議
と
し
、

　
計
画
素
案
の
検
討
・
調
整

　
を
行
う
。

⑧
川
西
町
総
合
開
発
計
画
審

　
議
会
は
、
全
体
会
の
ほ
か

　
部
会
を
設
置
し
、
審
議
内

　
容
の
充
実
を
図
る
。

⑨
各
課
所
管
の
審
議
会
や
協
議
会
、
各

　
種
団
体
や
集
落
と
の
懇
談
会
、
か
わ

　
に
し
2
1
委
員
会
、
本
審
議
会
等
に
よ

　
り
、
広
く
住
民
の
声
を
反
映
し
た
計

　
画
作
成
に
努
め
る
。

⑩
社
会
経
済
動
向
や
基
本
構
想
及
び
戦

　
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
等
に
つ
い
て

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
助
言
を
得
る
。

⑪
計
画
書
の
文
章
表
現
は
で
き
る
だ
け

　
簡
潔
で
具
体
的
に
し
、
写
真
、
絵
、

　
図
表
等
を
取
り
入
れ
て
見
や
す
い
も

　
の
に
す
る
。

基
本
構
想
、
基
本
計
画
と
は

　
川
西
町
総
合
開
発
計
画
は
、
基
本
構

想
と
基
本
計
画
で
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
よ
う
な
内
容
と
な
り
ま
す
。

★
基
本
構
想
…
…
平
成
八
年
度
か
ら
平

　
成
十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間
を
見
据

　
え
、
町
づ
く
り
の
理
念
と
基
本
方
向
、

　
実
現
の
た
め
の
施
策
の
大
綱
、
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
、
町
の
将
来
像
な
ど
を
い

　
い
ま
す
。

★
基
本
計
画
…
…
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

　
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
の

　
五
年
間
に
お
け
る
具
体
的
施
策
や
計

　
画
な
ど
を
い
い
ま
す
。

い
つ
頃
で
き
る
の
か

　
川
西
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
の
第

一
回
全
体
会
及
び
部
会
が
五
月
三
十
一

日
に
開
か
れ
、
策
定
の
諮
間
が
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
各
部
会
や
全
体
会
を

通
じ
て
基
本
構
想
や
基
本
計
画
を
練
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶽　　　　　　　　　　　　　　　　　幕　　　　　　　　　　　　　　　頬　　　　　　　　　　　　　姦　　　　　　　　　　　見　　　　　　　　　惹　　　　　　　鍵　　　　　φ　　　聡　爆酪
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》診

久
10年先を見据えて

上
げ
、
十
二
月
上
旬
頃
ま
で
に
答
申
を

行
い
、
議
会
の
議
決
を
得
て
成
立
と
な

り
ま
す
。

計
画
策
定
体
制
は

会議

議決

計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

計画策定アドバイザー

水島孝治　東北芸術工科大学教授
　　　　　（都市計画）

橋立達夫　㈱ヒューレ地域計画工房代表

　　　　　（地域計画・写真正面左）

柄澤行雄　常盤大学助教授
　　　　　（農村社会学・写真正面右）

委
託

提案

町　長

申答諮問

計画審議会（33人）

（全体会、部会）

計画案作成

手旨導助言
調整会議
　（庁議）

策定委員会
（補佐・係長クラス8人）

委
嘱

提案

事務局（開発課）

か
わ
に
し
　
人

a
委
員
会
1
0

町
民
の
意
見

計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
審
議
会

委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
順
不
同
　
敬
称
略
）

会
長
　
　
星
名
正
幸

副
会
長
　
金
子
ヒ
ロ
子

部　会　　委　　員

副
部
会
長

部
会
長

保
健
●
医
療
●
福
祉
●
環
境
部
会

部　会　　委　員

副
部
会
長

部
会
長

産
業
●
定
住
基
・
盤
部
会

高
橋
知
子
（
赤
　
　
谷
）

高
橋
ア
サ
（
室
　
　
島
）

水
品
直
子
（
新
町
新
田
）

江
口
通
博
（
小
臼
倉
）

須
藤
憲
二
（
下
原
）

内
山
幸
三
（
下
平
新
田
）

星
名
究
（
指あ
導か
課ね長
会
）

袖
山Ω
要
一
a
ン日
タ
町
地
i
域
次
福
轡

戸
田
哲
次
（
仁
田
）

古
澤
紀
美
子
（
上
野
）

村
山
進
文
伊
友
）

金
子
ヒ
ロ
子
含
石
瀬
）

高
橋
和
子
（
寺
尾
）

北
村
典
子
（
山
野
田
）

柄
澤
和
久
（
沖
立
）

清
水
徹
（
下
平
新
田
）

小
林
重
則
（
木
島
）

井
上
勝
保
轟
ン魚
纏
北
護
麗
轡

渡
辺
巌
翁
画
爵
専
柔
門
霧
轡

山
家
勝
文
木
落
）

大
久
保
芳
子
（
野
口
）

馬
場
繁
信
（
朝
日
町
）

教
育
・
文
化
・
行
財
政
部
会

部
会
長
高
津
冨
士
男
（
寺
ケ
崎
）

副
部
会
長

小
海
貴
代
美
（
神
社
町
）

員委会部

渡
辺
一
治
郎
（
高
原
田
）

野
上
正
文
田
中
町
）

南
雲
敏
夫
（
中
屋
敷
）

星
名
正
幸
（
木
　
　
島
）

中
川
喜
文
仁
　
　
田
）

樋
口
純
一
（
中
仙
田
）

数
藤
京
子
（
中
島
町
）

押
木
敦
子
（
元
　
　
町
）

藤
原
元
子
（
仁
　
　
田
）

　　

薩

灘灘

態

総

灘

羅　　　　1　　　　■　1　　　　1

激

・
撫

塀

欝
　
　
　
　
　
酬
　

部
会
に
分
か
れ
て
の
検
討
始
ま
る

『
こ
ん
な
町
に
し
た
い
』

あ
な
た
の
貴
重
な
ご
意

見
を
、
総
合
開
発
計
画

審
議
会
委
員
や
事
務
局

（
開
発
課
）
な
ど
に
ど
ん

ど
ん
お
寄
く
だ
さ
い

　
（
九
月
下
旬
頃
ま
で
）

⑤7．7．10



手
づ
く
り
の
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

幡
順
偲
順
縷
　
醤
囎
必
國
響
圃
響
騰
騒
厨
隠
羅
融
鰻
憾
国
濾
腰
瞳

7．7．10⑥

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
の
各
種
団
体
や

グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
や
資
源
な
ど
を
活
用
し
て
、
個
性
的

で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
場
合

に
助
成
し
、
住
民
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
六
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

事
業
は
、
同
年
に
十
三
件
を
事
業
認
定

し
、
総
額
四
百
七
十
六
万
六
千
円
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
本
紙
四
月
号
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
九
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
か
わ
に
し
2
1
委
員
会
に
諮
る
等
内

容
審
査
の
結
果
、
下
表
の
と
お
り
支
援

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
業
規
模
の
小
さ
い
も
の
が

多
か
っ
た
た
め
、
予
算
に
若
干
の
余
裕

が
あ
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、
次
に
よ
り

二
次
募
集
を
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ど
ん
な
事
業
が
対
象
に
な
る

か
に
つ
い
て
は
、
本
紙
四
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
七
月
三
十
一
日

間
い
合
わ
せ
及
び
応
募
先

　
開
発
課
振
興
係
（
六
八
－
三
二
一

　
内
線
三
二
）
　
有
線
二
一
三
三

助金額 番
号

申　請　団　体 事業名・場所 内　　　　　　　容 事業費 補助金額

千円 《アピール》 千円 千円

1　川西町の魅力を紹介する集大成ビデ

オの製作

2　自然や伝統行事の大切さを再認識・

ビデオクラブ 《事業名》 啓発

160
かわにし 決定版『ふれあい 3　広く町民に紹介

代表　高橋直人 の里かわにし』ビ
《内　　容》

1 会員　　　19人 デオ製作事業 1　川西町の四季、行事、イベントを1 336 201

《場所》
年間撮影

町内全域
2　特殊効果装置を駆使して決定版ビデ

オを製作

3　完成したビデオを町民文化祭ほかで

披露・貸し出し

4　次年度以降も「祭」「伝統行事」「自

然」編製作

132
《アピール》

1　11人の子供たちのための遊び場整備

2

根深集落

代表　丸山和徳

会員　　　20人

《事業名》

集落遊園地整備事

業

2　地域のふれあいの場設定

3　青少年の健全育成と安全確保
《内　　容》

2，000 1，200

《場　所》

根深集落中央

1　整地、砂敷き均し　788㎡

2　外周排水　　　　　100m2

3　外周フェンス　　　150m
4　稲荷社移設、井戸改修

5　遊具設置

《アピール》
110

1　昨年度好評だったイルミネーション

中仙田百円会 《事業名》 の充実を図る

代表　南雲　弘 中仙田ふれあい町 2　中仙田のシンボルから川西町のシン

会員　　　55人 づくり事業PartII ボルヘ脱皮
3 《場　所》 《内　　容》

213 136

仙田コミュニティ 1　シンボルツリーの装飾充実

センター周辺 （2，000球→3，000球）

2　サブツリー装飾（新規800球）

3　タイトル・アクセント装飾（新規200球）

《アピール》

1，257 1　県天然記念物である大けやきを資源

として活かす

2　渋海川自然ゾーンのポイントとして

拠点性強化
赤谷若衆の会 《事業名》

《内　　容》
代表　登坂英一 「大けやきの郷、

1　全戸にけやき苗を配布し、空き地に

4
会員　　　19人 赤谷」づくり事業

（第2次）
植樹

2　国道252号、赤谷入口にシンボルグリ

1，000 640

《場　所》
一ン整備

322
赤谷集落全域

3　大けやきの保護増殖を図る

4　地区文化に関する講演会、集落の大

演芸会開催

5　大けやきを素材にしたグッズ、特産

品の研究



感
想
い
ろ
イ
ロ

　
昨
年
度
事
業
を
実
施
し
た
二
団
体
か

ら
、
そ
の
取
り
組
み
や
実
施
し
て
み
て

の
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

レ
ゲ
エ
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
　
オ
ブ
　
カ
ワ

ニ
シ
　
代
表
　
清
水
俊
治
　
会
員
4
3
人

　
「
川
西
町
で
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
、

そ
れ
も
レ
ゲ
エ
を
、
み
ん
な
の
手
づ
く

り
で
！
」
を
合
言
葉
に
、
昨
年
八
月
十

二
日
に
開
催
し
た
レ
ゲ
エ
フ
ェ
ス
ト
イ

ン
か
わ
に
し
は
、
約
一
千
人
が
集
う
熱

い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
準
備
期
間
が
な
い
中
で
も
こ
う
し
た

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
ス
タ
ッ
フ
や
支

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
心
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
行
動
へ
と
結
び
つ
い
た
た

ま
も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
も
っ
と
大
き
な
感
動
の
ス

テ
ー
ジ
を
創
り
出
す
た
め
に
、
み
ん
な

で
大
い
に
汗
を
流
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
も
や
り
ま
す
〃
”
8
月
1
2
日
。

N
A
K
A
G
O
S
P
L
A
S
H
9
5

　む　な
〆　　　　隆駄．1

ナカゴにジャマイカのH6

番
号 申　請　団　体 事業名・場所 内　　　　　　　　容 事業費 補

《アピール》 千円

1　ホタルの繁殖地岩瀬をP　Rし、観賞

の機会提供

岩瀬ホタルの会 《事業名》 2　ホタルの神秘的な光、自然の大切さ

代表　登坂龍二 ホタルの里づくり
を知らしめる

5 会員　　　12人 《場　所》
《内　　容》 200

岩瀬及び国道沿線
1　国道252と403の交差点に立看板を設

置

2　ホタルの生息地3ヵ所に観賞地の看

板設置

3　3ヵ所の畦畔整備
《アピール》

1　豊作を祝い落語会を開催して地域の

6

野口七日会

代表　村越浩明

会員　　　15人

《事業名》

落語会
《場　所》

野口集落センター

　親睦を深める

2　お年寄りに楽しみの場を提供する
《内　　容》

1　落語会開催

　　真打1人　　二つ目1人

220

桂　歌助　　八光亭春輔

2　上野青年会と交流開催

《アピール》

1　地域の人たちが落語を気軽に楽しめ

る場の提供

上野青年会 《事業名》 2　明るいコミュニティー形成に寄与
代表　富井陽介 上野　寄席楽集 3　野口七日会との連携による地域間交

7 会員　　　15人 《場　所》 流 230

上野コミュニティ 《内　　容》

一センター 1　落語会開催

真打1人　　二つ目1人
桂　歌助　　八光亭春輔

2　野口七日会と交流開催

《アピール》

8

ブナの芽会

代表　清水美代子

会員　　　13人

《事業名》

廃食油の石鹸化事
業
《
場
　 所》

なかまの家アクト

　（管理）

1　石鹸製造プラントを導入し、廃食油

　石鹸を製造

2　リサイクル石鹸の普及を図りつつ環

　境学習を展開
《内　　容》

1　定期的な石鹸製造及び講習会

2　機材の一般貸し出し

1，682

3　水及び環境についての学習会
《アピール》

1　商工会事業に婦人の個性を反映させ
川西町商工会 《事業名》

る
婦人部 講演会開催事業

2　女性の経営知識や教養の向上を図る

9
代表　北野一美

会員　　　88人

《場　所》

川西町商工会館
3　地域商工業の協力的実践者を育成す

る

680

又は 《内　　容》
川西町総合センター

1　中央の講師を招いて講演会を開催す

る

上
野
青
年
会
　
代
表
　
富
井
陽
介

会
員
1
5
人

　
私
達
上
野
青
年
会
で
は
、
今
ま
で
数

多
く
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
ど

恐
ら
く
今
回
の
「
上
野
彩
り
の
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
最
高
の
事
業

費
と
労
力
を
使
っ
た
事
業
だ
と
思
い
ま

す
。
広
い
荒
地
を
整
備
す
る
に
は
、
私

達
会
員
だ
け
で
は
人
足
不
足
な
の
で
、

上
野
地
区
の
各
戸
に
協
力
依
頼
文
を
配

布
し
、
大
勢
の
方
か
ら
協
力
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
、
完
成
し

た
「
彩
り
の
広
場
」
を
見
な
が
ら
私
は
、

当
初
事
業
目
的
に
掲
げ
た
「
地
域
住
民

参
加
の
も
と
に
」
「
地
域
・
世
代
間
交
流

を
深
め
る
」
を
思
い
出
し
、
ま
さ
に
地

域
住
民
の
協
力
の
も
と
に
築
き
あ
げ
ら

れ
た
「
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
」
が
完
成
し

た
こ
と
、
自
分
達
が
大
き
な
事
業
を
や

り
と
げ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

塵
呼町市

つえの　県
1彩り園道

図
．
壷
コ

置
　
　
号
町

位
　
駿
柳

　
　
　
鷺

自
ら
考
え

　
　
　
自
ら
実
施

∫

－
’

二
次
募
集
の
締
切
り

は
七
月
三
十
一
日
ま
で

、

7．7．10⑦



万
人
達
成
は
六
月
八
日

　
千
手
温
泉
仮
設
共
同
浴
場
は
、
一
日

平
均
約
七
百
十
人
の
方
が
入
浴
に
訪
れ
、

休
日
と
も
な
れ
ば
大
変
な
に
ぎ
わ
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
人
口
八
、
六
六
三
人
（
平
成
七

年
六
月
一
日
現
在
）
を
超
え
た
の
が
六

月
五
日
、
八
日
の
午
後
五
時
四
十
七
分

に
は
つ
い
に
一
万
人
の
大
台
に
乗
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
一
万
人
目
に
入
館
さ
れ
た
方

は
佐
藤
喜
代
治
さ
ん
（
中
島
町
・
写
真

中
央
）
。
今
日
で
三
回
目
と
の
こ
と
で
、

「
温
ま
っ
て
最
高
に
イ
イ
。
ボ
デ
ィ
シ

ャ
ン
プ
ー
も
い
い
け
ど
、
せ
っ
け
ん
を

置
い
て
も
ら
う
と
あ
り
が
た
い
」
と
の

こ
と
。
相
前
後
し
て
入
館
さ
れ
た
渡
辺

誠
さ
ん
（
栄
町
・
写
真
右
）
と
田
口
喜

太
郎
さ
ん
（
木
落
・
写
真
左
）
と
も
ど

も
、
県
信
川
西
支
店
か
ら
記
念
品
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

灘

水
防
は
み
ん
な
の
力
で

　
六
月
二
十
五
日
、
栄
橋
下
流
の
信
濃

川
左
岸
（
木
落
地
先
）
で
、
十
日
町
地

域
の
信
濃
川
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
、
信
濃
川
の
増
水
・

洪
水
に
よ
る
災
害
防
止
を
目
的
に
、
毎

年
各
市
町
村
持
ち
回
り
で
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
は
約
二
百
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
水
の
勢
い
を
ゆ
る
め
る
た

め
の
「
木
流
し
工
法
」
や
「
ブ
ロ
ッ
ク

投
入
工
法
」
、
浸
食
を
抑
え
る
「
じ
ゃ

か
ご
積
工
法
」
、
水
が
堤
防
を
越
え
る

の
を
防
ぐ
「
改
良
土
の
う
積
工
法
」
な

ど
。
参
加
し
た
消
防
団
員
は
、
実
戦
さ

な
が
ら
の
訓
練
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。「

木
流
し
工
法
」
困
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を

付
け
た
人
は
、
水
流
の
役
で
す

陶芸教室（6．23・総合体育館）ターゲットバードゴルフ大会
（6．11・ナカゴグリーンパーク）

十日町おやこ劇場（6．24・劇団はてな？
地域公演・総合センター）

纏輸

10日日～8月

ゆ邑凹②超

ご〃

冒邑砦騙㊨

賑　8月
霧れでる

　
ち賢

．
●
”

、
　
　
　
Q

姻
．
斜

六
月
二
士
貢
李
上
野
地
内
で
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

不
幸
な
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
に
入
っ
て
、
町
民
の
関
係
し
た
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
は
二
十
三
件
（
五
月
末
現
在
、
7

十
日
町
警
察
署
調
べ
）
、
内
五
件
（
六

月
中
も
含
む
）
が
死
亡
事
故
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
し
も
事
故
を
起
こ
そ
う
と
思
っ

て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
り
、
事
故
に
遭

お
う
と
思
っ
て
歩
い
た
り
自
転
車
に
乗

っ
た
り
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
や
不

注
意
な
ど
が
原
因
で
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

め
る
。
交
差
点
で
は
「
し
っ
か
り
止
ま

っ
て
、
は
っ
き
り
確
認
」
を
励
行
す
る
。

子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
思
い
や
り

の
運
転
な
ど
、
職
場
や
家
庭
で
も
う
一

度
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

繕

安
協
仙
田
支
部
の
二
輪
車
安
全
運
転

教
室
よ
り
（
6
・
2
5
・
仙
田
小
）



　
町
で
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
採
用

の
一
般
事
務
職
員
（
初
級
職
）
若
干
名

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
～
五
十
三

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

　
す
る
試
験
）

試
験
日
九
月
十
七
日
（
日
）

受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
九
時
四
十

　
　
　
　
　
　
分

試
　
験
　
場
　
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

　
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
と
知

町職員募，集
　　　　（採用試験実施要項）

一般事務薯干響採用の予定

申込受付7月3日～8月15日
　　　　（郵送消印は8月12日まで）

能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記
試
験
と

作
文
試
験
及
び
事
務
適
性
検
査
を
行
い

ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消
し

　
　
　
　
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
や

　
　
　
　
万
年
筆
使
用
は
無
効

合
格
発
表
　
十
月
中
旬
ご
ろ

2
　
二
次
試
験

試
　
験
　
日
　
十
一
月
上
旬
ご
ろ
（
一

　
　
　
　
　
　
次
試
験
合
格
者
に
別
途

　
　
　
　
　
　
通
知
）

試
　
験
　
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
　
法
　
面
接
試
験

【
採
用
旦

　
平
成
八
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
用
事
項
を
記
入
押

　
印
。
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽

　
・
正
面
上
半
身
）
三
枚
を
添
え
て
役

　
場
行
政
係
へ
。

【
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類
】

　
履
歴
書
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
七
月
三
日
～
八
月
十
五
日
（
郵
送
の

場
合
、
消
印
は
八
月
十
二
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　
暦
六
八
ー
三
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
有
線
二
二
壬
二

千
手
小
学
校

　
「
急
げ
、
カ
ニ
の
親
子
」

鰍

撒㈱

　難瓢　　鱗
蝋　

繊

橘
　
小
学
校

「
お
し
ろ
い
ぬ
っ
た
ら
素
敵
で
し
ょ
」

　
六
月
四
日
、
町
内
四
つ
の
小
学

校
で
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
雨
模
様
の
天

候
で
し
た
が
、
種
目
が
進
む
に
つ

れ
て
回
復
し
、
ど
こ
の
小
学
校
か

ら
も
盛
ん
な
声
援
が
聞
こ
え
ま
し

た
。　

ま
た
、
六
月
十
一
日
に
は
、
町

総
合
体
育
館
で
な
か
ま
の
家
大
運

動
会
も
行
わ
れ
、
六
月
は
ま
さ
に

運
動
会
の
月
と
な
り
ま
し
た
。

上
野
小
学
校

　
「
騎
馬
戦
」

㊧⑧㊤

。

仙
田
小
学
校

　
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス
」

な
か
ま
の
家
大
運
動
会

　
「
大
玉
こ
ろ
が
し
」

⑨7．7．10



知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
の
ア
レ

公
示
後
三
年
以
内
に
水
洗
化
を

　
公
共
下
水
道
は
、
供
用
開
始
の
日
と

区
域
が
公
示
さ
れ
る
と
、
処
理
区
域
内

の
建
物
の
所
有
者
は
三
年
以
内
に
、
汲

み
取
り
便
所
を
公
共
下
水
道
に
直
結
し

た
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
処
理
区
域
内
に
建
物
を
新
築
・

増
築
す
る
場
合
に
は
、
水
洗
便
所
で
な

い
と
建
築
の
許
可
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
は
す
み
や
か
に
設
置
を

　
下
水
（
家
庭
の
台
所
や
便
所
か
ら
で

る
汚
水
や
雨
水
な
ど
の
総
称
）
を
公
共

下
水
道
に
流
す
た
め
に
は
、
家
庭
や
工

場
・
事
業
所
ご
と
に
排
水
管
や
排
水
ま

す
な
ど
の
排
水
設
備
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
排
水
設
備
は
、
公
共

ま
す
ま
で
の
も
の
で
、
個
人
の
負
担
で

つ
く
り
管
理
す
る
私
設
下
水
道
で
、
供

用
開
始
等
の
公
示
後
す
み
や
か
に
設
置

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は
町
指
定
工
事
店
で

　
排
水
設
備
や
便
所
の
水
洗
化
工
事
は
、

一
定
の
技
術
水
準
で
正
し
く
行
わ
れ
な

い
と
、
詰
ま
っ
た
り
故
障
の
原
因
と
な

っ
た
り
、
公
共
下
水
道
の
機
能
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

工
事
は
下
表
の
「
川
西
町
排
水
設
備
指

コ
レ

環境整備課

　　　　　　⑥之§
　　　　　　　　奪

　　　曳欝

－
蹴
購
灘
購

定
工
事
店
一
覧
表
」
以
外
の
と
こ
ろ
で

は
工
事
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　
「
指
定
工
事
店
」
以

外
で
工
事
を
行
う
と
、
工
事
の
や
り
直

し
や
改
善
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
ご
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
工
事
や
水
洗
化
工

事
を
行
う
場
合
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
務

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
　
「
指
定

工
事
店
」
が
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
魯
8
　
　
　
　
　
　
　
　
’

．
議
　
陀

綱
、

麓
◎

黛
号
笥

鎌
指定工事店

①工事の依頼

②設計見積り

◎工　事　着　手

⑨工事代金の支払

（
’
、

（
一
、

し
尿
浄
化
槽
も
改
造
が
必
要

　
下
水
道
の
処
理
区
域
内
で
は
、
し
尿

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で
も
、

浄
化
槽
を
や
め
て
公
共
下
水
道
に
直
結

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水洗化工事等の依頼者

下
水
道
使
用
料
金
は

　
排
水
設
備
等
の
工
事
が
完
了
し
、
下

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、

次
の
計
算
に
よ
る
下
水
道
使
用
料
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
使
用

料
は
、
下
水
管
の
修
理
、
清
掃
を
は
じ

め
、
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
汚
水
を
処

理
し
、
き
れ
い
な
水
に
還
元
す
る
費
用

の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
流

す
汚
水
の
量
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
使
用
料
金
算
定
の
際
に
基
準
と
な
る

汚
水
量
は
次
に
よ
る
量
と
な
り
ま
す
。

①
水
道
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

　
水
道
水
の
使
用
量
。

②
水
道
水
以
外
の
水
（
井
戸
水
等
）
な

　
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、
町
で
貸
与

　
す
る
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
使
用
水
量
。

③
水
道
水
と
水
道
水
以
外
を
併
用
す
る

　
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
合
算
し
た
使

　
用
水
量
。

④
下
水
道
に
流
入
し
な
い
使
用
水
が
あ

　
る
場
合
は
、
個
人
で
控
除
メ
ー
タ
ー

　
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
使
用
水
量

　
か
ら
申
告
水
量
を
差
し
引
い
た
量
。

　
①
か
ら
④
に
よ
り
決
っ
た
使
用
水
量

（
汚
水
量
）
に
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
一
七
〇
円
を
乗
じ
た
も
の
が
使
用

料
金
と
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
費
は

　
台
所
、
風
呂
、
洗
面
所
、
便
所
な
ど

の
排
水
は
す
べ
て
下
水
道
に
排
除
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
工
事
費
は
、
工

事
箇
所
の
状
況
や
配
管
の
長
さ
な
ど
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
汚
水
ま
す
設
置
工
事
費
　
②
排
水
管

布
設
費
　
③
便
所
工
事
費
　
④
水
道
工

事
費
な
ど
で
す
。

　
具
体
的
な
工
事
費
と
し
て
は
、
平
成

五
年
度
に
お
け
る
平
均
的
な
工
事
費
と

し
て
次
の
よ
う
な
数
値
が
あ
り
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

《
汲
み
取
り
便
所
の
場
合
》

　
便
器
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
洋
式
サ
イ
ホ
ン
便
器
、
ス
ト
ー
ル

小
便
器
に
交
換
し
た
場
合
の
一
般
家
庭

で
は
、
約
六
十
万
～
七
十
万
円
く
ら
い

で
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
（
大
工
、

左
官
費
用
及
び
特
殊
工
事
費
は
別
で
す
）

川西町排水設備指定工事店一覧表

《
し
尿
浄
化
槽
の
場
合
》

　
便
器
交
換
、
水
道
工
事
費
が
か
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
一
般
家
庭
で
約
二
十
五

万
～
三
十
五
万
円
く
ら
い
で
で
き
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
　
（
大
工
、
左
官
費
用
及

び
特
殊
工
事
費
は
別
で
す
）

建
築
確
認
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
建
築
物
を
建
築
（
新
築
、
増
築
、
改

築
、
移
転
）
し
よ
う
と
す
る
建
築
主
は
、

工
事
の
着
手
前
に
建
築
基
準
法
の
規
定

に
よ
り
、
建
築
確
認
申
請
を
提
出
し
て
、

建
築
主
事
（
土
木
事
務
所
）
の
確
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
内
で
進
ん
で
い
る
下
水
道
の
引
込

み
工
事
に
合
わ
せ
て
、
建
築
物
の
増
改

築
工
事
を
計
画
し
て
い
る
場
合
、
建
築

物
確
認
申
請
の
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、
建
築
業
者
や
設
計
士

な
ど
と
事
前
に
ご
相
談
の
う
え
、
建
築

物
確
認
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

工　事　店　名 町　　内 電話番号

孫　六　商　店　㈱ 中央町 68－4503
㈱　吉　楽　土　建 神社町 68－3511
㈱　　ヒ　　ノ　　デ 仁　　　田 68－2511
太　　田　　水　　道 高　原　田 68－2238
㈱　山　松　商　店 中央町 68－2029

㈱北野工務店 発電所通り東 68－2247
㈲　星　名　建　設 沖　　　立 も8－2085
㈱丸山工務所川西出張所 下平新田 68－3775
㈱美佐伝川西出張所 木　　　島 68－2129

㈱拓越川西出張所 木　　　落 68－4062

羽　鳥建　設㈱ 木　　　落 68－2527
北越上下水道㈱川西営業所 寺　　　尾 68－3089
押　木　建　設　㈱ 田　　　戸 69－2207

㈱魚沼重機工業 中　島町 68－2193
㈲　松　蔵　建　設 上　　　野 68－4025

㈱村越工業 野　　　口 68－3632

㈱高橋工務店 上　　　野 68－3232
井　川　建　設　㈱ 新町新田 68－2181
佐　　藤　　水　　道 野　　　口 68－2776
㈲新興住設川西営業所 発電所通り東 68－2352
㈲増　田　工　業 発電所通り西 68－2195
高　一　工　務　店 三　　　領 68－3285
㈱ワタナベ工務店 塩　　　辛 68－2544
高　大　　建　　設 寺　　　尾 68－2378
㈲樋口水道川西出張所 木　　　島 68－3036
㈱村山商会川西出張所 沖　　立 68－3274
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千
手
村
の
学
校
間
題
⑱

岩
瀬
金
子
幸
作

　
　
い
ん
し
ん

　
段
賑
を
き
わ
め
て

　
五
力
年
に
わ
た
っ
て
も
め
た
学
校
問

題
が
円
満
に
解
決
し
て
、
千
手
校
の
校

舎
落
成
式
は
昭
和
六
年
十
月
三
日
に
挙

行
さ
れ
た
。
十
一
月
十
五
日
に
は
有
志

が
寄
贈
し
て
他
校
も
う
ら
や
む
ピ
ア
ノ

開
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
四
月

一
日
に
は
待
望
の
信
濃
川
発
電
所
工
事

が
開
始
さ
れ
、
三
千
三
百
人
の
千
手
村

は
人
口
四
千
六
百
四
十
五
人
に
ふ
く
れ

あ
が
り
、
千
手
校
の
児
童
数
は
六
百
九

十
七
人
に
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
勢
い

か
ら
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
プ
ー
ル

が
児
童
の
水
泳
教
室
用
に
造
成
さ
れ
、

麟
欄
轟
難

　
　
　
灘

　
　
　
灘

　
　
　
　
繕

　
　
　
　
難灘

難

　
　
　
　
　
　
　
灘

水
泳
教
室
・
昭
和
前
期

　
　
　
　
　
（
千
手
校
蔵
）

八
年
九
月
七
日
に
は
喜
び
の
プ
ー
ル
開

き
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
代
の
千
手
村
は
郵
便
局
・
銀

行
・
機
屋
・
呉
服
屋
・
洋
品
店
・
履
物

屋
．
下
駄
屋
・
提
灯
屋
・
の
し
屋
・
電

気
屋
．
時
計
店
・
自
転
車
店
・
農
機
具

店
・
金
物
店
・
鉄
工
所
・
精
米
所
・
文

房
具
店
・
鍛
冶
屋
・
車
屋
・
運
送
屋
・

い
も
じ
．
日
用
雑
貨
店
・
印
刷
所
・
旅

館
．
銭
湯
・
理
容
所
・
写
真
館
・
組
合

酒
屋
・
八
百
屋
・
鮮
魚
店
・
豆
腐
屋
・

肉
屋
・
そ
ば
屋
・
菓
子
舗
・
食
堂
・
料

亭
・
芸
妓
置
屋
・
仕
出
し
屋
・
飲
食
店

カ
フ
ェ
ー
等
が
軒
を
つ
ら
ね
、
近
隣
町

村
は
も
ち
ろ
ん
刈
羽
や
頸
城
、
山
地
の

ツ
ァ
マ
（
壮
年
の
家
長
）
や
カ
ッ
カ
（
主

　
　
　
　
　
か
い
そ
う

婦
）
た
ち
が
買
相
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）

に
来
て
ひ
き
も
き
ら
ず
、
街
中
が
ご
っ

た
が
え
し
た
。

　
昭
和
九
年
八
月
一
日
に
は
念
願
の
町

政
が
施
行
さ
れ
て
千
手
町
が
誕
生
し
、

千
手
小
学
校
は
校
歌
を
制
定
し
て
十
二

月
二
日
に
は
記
念
の
校
歌
発
表
会
が
行

わ
れ
た
。
以
後
は
電
気
の
町
と
し
て
内

外
の
脚
光
を
浴
び
、
十
一
年
に
は
発
電

所
景
気
が
最
高
調
に
達
し
た
。
千
手
校

の
児
童
は
九
百
十
三
人
で
十
八
学
級
、

教
職
員
十
八
名
を
数
え
る
大
規
模
校
と

な
り
、
軍
国
調
の
高
ま
り
の
中
で
名
門

校
の
歴
史
が
培
わ
れ
て
い
く
。

校
歌
制
定
記
念
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
（
千
手
校
蔵
）

昭
和
前
期
の
千
手
人
士

　
町
政
の
施
行
に
向
け
て
、
千
手
村
が

日
の
出
の
勢
い
で
発
展
し
た
昭
和
前
期

の
写
真
を
南
雲
町
長
が
所
蔵
し
て
お
ら

れ
た
。
村
が
町
に
昇
格
し
て
千
手
町
が

誕
生
し
た
喜
び
を
記
念
し
て
、
町
三
役

と
吏
員
、
村
会
議
員
、
学
務
委
員
ほ
か

の
千
手
人
士
（
町
制
施
行
推
進
派
）
が

仲
良
く
カ
メ
ラ
に
収
ま
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
写
真
は
前
列
向
っ
て
右
か
ら
北
村
富

吉
村
議
（
東
善
寺
）
　
数
藤
慶
造
村
議

（
沖
立
）
　
真
明
光
俊
村
議
（
上
町
）

丸
山
春
吉
町
長
（
中
央
町
）
　
川
崎
氾

三
県
議
（
学
校
町
）
　
南
雲
政
二
学
務

委
員
（
寺
尾
）
　
二
段
目
右
か
ら
清
水

大
滉
養
蚕
技
術
員
（
高
原
田
）
　
田
辺

善
三
郎
村
議
（
神
社
町
）
　
丸
山
文
平

村
議
（
木
島
）
田
辺
覚
一
郎
書
記
（
上

町
）
　
蔵
品
徳
太
郎
村
議
（
霜
条
）

小
野
塚
長
八
郎
村
議
（
中
央
町
）
　
高

橋
九
重
郎
村
議
（
伊
友
）
　
三
段
目
右

か
ら
佐
藤
駐
在
巡
査
、
石
沢
守
之
助
書

記
（
上
町
）
　
高
橋
茂
雄
書
記
（
坪
山
）

羽
鳥
多
一
郎
収
入
役
（
伊
友
）
　
最
上

段
は
中
村
良
一
書
記
（
坪
山
）

　　　繋灘
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お
役
所
の
ご
法
度
　
　
　
　
宮
本
政
蛉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
12
カ
月

ピ
ー
タ
ー
・
メ
イ
ル
　
河
出
書
房
新
社

生
き
る
ヒ
ン
ト
ー
・
2
　
　
五
木
寛
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
出
版
社

ま
わ
り
道
　
　
　
　
　
　
秋
山
ち
え
子

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

も
っ
と
も
っ
と
ア
メ
リ
カ
　
落
合
信
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
・
マ
サ
ダ
刊

審
判
の
日
　
　
　
五
十
嵐
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
川
書
店

一
回
限
り
の
人
生
　
　
　
　
清
水
栄
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
・
H
・
P

青
い
雨
傘
　
　
　
・
　
　
　
丸
谷
才
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
春
秋

海
か
ら
の
贈
り
も
の
　
　
　
立
風
書
房

　
　
ア
ン
・
モ
ロ
ウ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ

日
本
一
短
い
「
祈
り
」
の
こ
と
ば

た
け
の
う
え
敏
江
編
　
三
心
堂
出
版
社

ア
ク
シ
デ
ン
ト
上
・
下
　
ダ
ニ
エ
ル

・
ス
テ
ィ
ー
ル
　
　
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版

「
も
の
」
物
語
　
　
　
　
　
高
田
　
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
済
堂
出
版

き
く
ま
が
き

菊
籠
　
　
　
宮
尾
登
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
春
秋

北
が
な
け
れ
ば
日
本
は
三
角

　
　
　
　
谷
川
　
雁
　
河
出
書
房
新
社

　
本
は
、
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の

公
民
館
図
書
室
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

約
一
万
二
千
三
百
冊
の
蔵
書
が

お
い
で
を
待
っ
て
い
ま
す

菖
蒲
湯
の
一
番
風
呂
は
孫
と
爺

ク
ラ
ス
会
八
十
路
い
よ
い
よ
明
易
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

門
川
に
ひ
と
か
た
ま
り
の
花
菖
蒲

朝
市
の
み
ず
み
ず
し
さ
の
胡
瓜
買
う

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

短
夜
の
覚
め
て
見
し
夢
忘
れ
け
り

紫
陽
花
の
地
に
這
ふ
毬
の
根
付
き
い
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

畦
道
を
巡
り
て
広
き
青
田
か
な

海
遠
く
見
ゆ
る
峠
や
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

梅
雨
晴
間
皆
総
立
ち
に
松
の
芯

俵
雨
降
り
て
水
番
な
し
と
触
れ

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

種
芋
を
選
び
昼
よ
り
植
え
に
ゆ
く

ふ
ざ
け
つ
・
子
等
ぬ
れ
で
ゆ
く
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

霧
に
浮
き
墨
絵
の
如
く
山
の
朝

ア
ル
プ
ス
を
仰
ぐ
宇
奈
月
野
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

初
咲
き
の
牡
丹
一
輪
御
仏
に

葉
の
か
げ
に
か
く
れ
し
赤
き
苺
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

今
年
又
佳
き
日
を
選
び
梅
漬
け
る

ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
花
び
ら
菖
蒲
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

荘
洋
と
梅
雨
に
煙
り
て
村
の
朝

黙
々
と
綜
結
ふ
手
の
リ
ズ
ム
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

青
梅
の
三
升
取
れ
し
十
年
目

名
水
に
豆
腐
冷
し
て
夏
タ
ベ

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
頼
太

梅
雨
時
の
し
か
と
し
め
た
る
ミ
ル
ク
缶

椀
い
で
見
て
や
・
小
さ
め
や
初
胡
瓜

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ほ
つ
ほ
つ
と
稗
見
え
初
め
し
青
田
か
な

艶
や
か
に
少
し
曲
り
し
初
胡
瓜

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

梅
干
し
て
人
蔭
の
な
き
農
家
か
な

た
め
ら
い
も
見
せ
ず
に
娘
等
の
ビ
ー
ル
飲
む

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

ち
ま
き
食
べ
田
植
休
み
を
祝
い
け
り

や
わ
ら
か
き
杉
の
新
芽
や
梅
雨
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

寂
し
さ
は
青
葉
づ
く
鳴
く
タ
ベ
か
な

昼
顔
の
竹
に
か
ら
ま
り
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

蛙
鳴
き
螢
と
び
交
う
里
な
り
し

七
夕
の
幼
き
願
ひ
吊
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

大
空
と
万
緑
写
し
山
の
ダ
ム

漣
に
み
ど
り
の
リ
ズ
ム
光
り
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

野
花
摘
む
青
田
に
水
の
満
ち
に
け
り

練
蜻
蛉
日
暮
れ
の
風
に
流
さ
る
る
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子
L

波
荒
れ
て
泳
ぐ
は
鴎
ば
か
り
か
な
　
　
　
　
●

梅
雨
晴
れ
間
あ
れ
も
こ
れ
も
と
農
忙
し
　
7

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
星
光

緑
蔭
の
伊
予
路
の
俳
句
ポ
ス
ト
か
な

じ
ゃ
が
た
ら
の
花
の
盛
り
の
小
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

葡
萄
蔓
粟
粒
ほ
ど
の
房
垂
る
・

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

谷
深
く
流
る
・
初
夏
の
渋
海
川

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
高
橋
　
ト
ヨ

梅
雨
に
入
り
八
海
連
山
近
く
見
え

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

な
で
て
見
せ
弾
い
て
西
瓜
売
り
を
り
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

紫
陽
花
の
雪
国
な
れ
ば
伏
し
て
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

紫
陽
花
の
今
盛
り
な
る
毬
重
ね

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

六
月
の
一
日
友
と
語
り
合
う

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

あ
じ
さ
い
の
色
づ
き
そ
め
し
日
々
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

ド
ク
ダ
ミ
の
真
白
き
花
に
触
れ
て
見
る

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

語
り
つ
・
友
と
買
い
た
る
夏
帽
子

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

暮らしのカレンダー

10

　　　　　　　　　饗

子宮がん検診（克雪セ・保健セ）

11 蘇簾獣騨餐甥コミ
12

13 住民検診（高齢者コミセン）★

14 住民検診（高齢者コミセン）★

15

鰯 十七夜まつり

17 　　〃
住民検診（総合センター）★

18 住民検診（総合センター）　★

19 住民検診（総合センター）★

20 健康相談（保健センター）

21

22

麗

24

25 住民検診（赤谷集セ・岩瀬集セ）★

26 住民検診（仙田小・室島集セ）★

27

28 納税等振替日

29

霧◎

13　
　
　
　
　
1

：　　　　　　　＝

2

3 10カ月児健診（保健センター）

4 住民検診（旧白倉小・総合セン）

5
β

7 1歳6カ月児検診（保健センター）

8

9 すくすく教室

10

◎回は日曜日。

◎★は胃検診を同時実施。

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。



川西中学校にA　L　T

　　　　　　　　　　　　A　L　Tとは、　Assistant
　　　　　　　　　　　Language　Teacherの略で、
　　　　灘．　　1　　　語学指導助手の意昧です。

　　　　　’洩i，　　　　　　，．　’　　は、イギリス人のリー　ジョ

　　　　　　　　　　　ン　ダゥエルさん。1973年
　　　　　　　　　　　生まれの男性で、1994年に
　　　　　　　　　　　マンチェスター大学（専攻は

　　　　　　　　　　　7月26日に来町する予定と
なっています。住まいは山野田教員住宅となりますので、
ご近所の皆さんよろしくお願いします。
　このA　L　T導入は、　r国際理解教育の充実」　r生涯教

育の充実」r国際結婚の外国花嫁に対する各種事業活動
協力」などを目的としており、中学生の英語教育はもと
より、小学生や保育園児などとも交流し、生涯教育の各
種教室のなかでは広く町民とのふれあいも予定していま
す。日本語はあまりうまくないかもしれませんが笑顔で
迎えてもらえれば幸いです。

〈
十
月
一
日
は
国
勢
調
査
の
日
〉

　
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
調
査
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
方
で
す
。

　
九
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
様
の
お
宅

に
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す

　
　
“

の
で
、
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
ゐ
，
臨

6グ
辮力

0国勢調査
　平成7年10月1日（日）

総務庁統計局　　新潟県

亀
耀
榔
も
”
も
う
毒
も
．
集
毒
梅
も
想
与
う
轟
略
ゐ
篭
W
梅
◎
辱
毒
　
◆
拳
◎
隼
毒
も
◆
毒
◎
う
略
、
毒
◎
巻
も
Ψ
曝
6
曝
う
奪
も
丁
奪
6
毒
◎
｝
◎
毒
奄
毒
◎
毒
ら
集
6
．
辱
◎
馨
◎
奏
◆
毒
う
、
一
．
◎
無
6
．
毒
◆
峯
．
◎
聖
6
，
毒
◎
、
辱
◎
～
6
…
も
。
．
辱
◎
、
巴
．
6
，
≒
◎
．
辱
◎
請

欝
婁
星
滋
鍛
繕
翻
え
だ
糖
］
品
、
⑧
㎜

慮
頓
鯵
硲
塗
啄
重
奪
噸
奄
唯
等
虚
奪
奮
奄
傘
奮
◎
奪
噸
観
曝
奪
帳
奪
◆
奄
喚
与
◎
鴛
“
奄
“
毒
◎
奪
奮
舐
奪
与
唯
墾
墜
舐
奪
聾
◎
孝
唯
竃
嘱
奮
唯
蚤
蔭
毒
奪
毒
◆
弓
ら
董
曝
謬
◆
尋
◆
郵
奪
与
唯
毒
奮
奉
傘
毒
◆
量
◆
葦
噸
与
◆
i
マ
ら
寺
曝
与
◎
琴

チャオ　　　マ　　　　チ　　　ス

椒　麻　鶏　盤
　さんしょ　　　　　ばんばんじ一

（山椒風味の棒棒鶏）

◆材料（4人分）

　鶏のささみ　200グラム　　キュウリ　50グラム
　ネギ・しょうが　少々

◆調昧料

　山椒の実小さじ1　　しょうゆ　大さじ2

　米酢大さじ1　　塩適量
　砂糖　小さじ1　　　　ごま油　大さじ2
　化学調味料　少々

◆作り方

　①山椒の実とネギ・しょうがを塩と一緒にみじん切
　りにする。

　②容器の中に①としょうゆと砂糖・化学調味料・ご
　ま油・米酢を入れてよく混ぜる。

　③キュウリを千切りにし、塩を振って手もみし、水
　気を絞って皿に広げる。

　④鶏のささみをゆで、手でさき、キュウリの上に載
　せて②を上からかける。

〔ワンポイントアドバイス〕

　①のみじん切りのときは、必ず塩も一諸に入れ
ること。鶏のささみはゆで過ぎないこと。

　今回は岩瀬の登坂陽子さんです。
　料理を作るのが大好きなので、
家での食事の支度はほとんどやっ
ています。ほかにも紹介したい料
理がありますので、機会があれば
と思っています。

　つい最近、車の免許を取りまし
た。ハンドルを握って買物に行く
のが楽しみです。

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
⑤

脳
卒
中
の
症
状
と
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
今
年
の
一
月
号
の
、
こ
の
コ
ラ
ム
に

も
載
っ
て
い
ま
す
が
、
脳
卒
中
は
、
脳

　
　
　
こ
う
そ
く

出
血
．
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
・
脳
塞
栓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉

・
ク
モ
膜
下
出
血
の
三
つ
に
分
け
る
こ
軽
症
で
あ
れ
ば
後
遺
症
を
残
さ
漢
で
溜

と
が
で
き
享
・
　
　
　
治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
・
し
か
し
不
幸
幽

発
症
の
状
況
も
、
よ
く
み
る
と
そ
れ
に
し
て
後
遺
症
が
残
っ
た
場
合
は
、
な
騒

ぞ
れ
異
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
症
状
を
ん
と
か
元
の
よ
う
に
動
か
し
た
り
、
喋
蟹

み
れ
ば
、
三
つ
の
う
ち
の
ど
れ
で
あ
る

か
、
だ
い
た
い
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
発
症
時
の
症
状
に
つ
い

て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
脳
出
血
〉

　
血
圧
の
高
い
人
で
、
仕
事
中
（
特
に

昼
間
働
い
て
い
る
と
き
）
に
倒
れ
る
こ

と
が
多
く
、
季
節
的
に
は
冬
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
又
、
倒
れ
る
数
日
前
よ
り

頭
痛
、
め
ま
い
、
手
足
の
し
び
れ
、
な

ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。〈

脳
梗
塞
〉

　
脳
血
栓
は
、
動
脈
硬
化
が
原
因
で
あ

り
、
睡
眠
中
や
起
床
時
に
多
く
発
症
し

ま
す
。
脳
塞
栓
は
、
心
臓
弁
膜
症
が
原

因
で
、
突
然
、
急
激
に
発
症
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
高
血
圧
と
は
関
係

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
〈
ク
モ
膜
下
出
血
〉

　
激
し
い
頭
痛
と
駆
吐
で
始
ま
る
こ
と

・
が
多
く
、
発
症
の
一
週
間
程
前
か
ら
、

頭
痛
や
め
ま
い
を
訴
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。手

餓
讐
藝
轄
ば

っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
臨

繕
趨
諮
響
笛
鵡

テ
ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す

　
リ
ハ
ビ
リ
は
、
単
純
な
動
作
の
繰
り

返
し
を
、
長
期
間
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
途
中
で
諦
め
て
し

ま
う
人
も
い
ま
す
が
、
根
気
良
く
続
け

て
、
体
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
富
永
国
保
診
療
所
長
談

勢議

叢“

　
）
　
栓

　
塞

〕
　
　
脳

塞
　
（

梗
　
　
　
　
（
鯉
身
駅
）

　
）

脳
　
栓

〔

　
血

　
脳

　
（

夢
謡9

さ
〔脳出血〕

●
G
●

●
●
●

●
●

●
●
●

●
●

●
●
●

●
●

●
●
●

●
●
●

・
●
●

．

％
●

調
・

●
・
●
．

●
●

　　　　　　　頭董骨

L一　　　　　　　　脳硬膜

　　　　　　、一　　　くも膜

猟脳軟膜
鞠脳硬嘆

脳軟膜

〔くも膜下出血〕

　　　　　　　くも膜
　頭蓋骨

　　　　　脳

　バG
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戸
籍
の
窓
躾
葛
が

蒙
き
き
壕
葛
骸
名
㌦

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

宮星数佐引高柳
　名藤藤間橋

　
忠
雄
5
5
（
本
　
人
）
元
　
町

　
俊
男
6
3
（
本
　
人
）
高
　
倉

　
敬
一
6
6
（
イ
ネ
子
）
坪
山

　
清
一
72
（
　
章
　
）
高
原
田

　
タ
ッ
7
8
（
信
行
）
沖
立

　
ヨ
ネ
8
0
（
一
夫
）
伊
友

健
太
郎
91
（
昭
　
一
）
山
野
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ノヘ　 ハ丸高中南

山橋林雲

和
浩

久
美
子

和
　
義

和
　
子

田
中
町

十
日
町
市
か
ら

伊
友

十
日
町
市
か
ら

金小市高畑，（子林川橋中慕佐佐
　　　　　　　を　　　　　　　　　戸藤藤

｝　明重民　明　純宣こ子彦

哲　　伸勉　 や

二　美則子　美　子宏か仁伊

元木中東栄に田友
　　　仙　善
町 島　田　寺　町

今
藤

入
沢

中
條

愛あ香か里り
い

海み穂ほ咲さ

　
哲

　
　
　
元
　
町

信
　
子

琢
也

ゆ
か
り
上
　
野

　
悟保

子
上
　
野

一
　
芳

　
　
　
岩
　
瀬

さ
ち
子

（
6
月
1
日
～
3
0
日
届
け
出
分
）

　
表
紙
の
写
真

　
公
民
館
の
生
涯
学
習
事
業
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
大
極
拳
教
室
の
三

回
目
の
も
よ
う
で
す
。

　
講
師
は
、
中
国
の
上
海
市
か
ら
小
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い

谷
市
に
嫁
い
で
来
ら
れ
た
高
島
慧
子
さ

ん
。
お
母
さ
ん
が
大
極
拳
の
先
生
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
不
在
の
時
は

袋
霧
め
た
ほ
ど
の
達
人
で
・
小
千
纂

谷
市
で
も
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
大
極
拳
の
二
十
四
の

型
を
一
回
の
講
習
で
一
型
づ
つ
習
得
し

て
い
く
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
三

十
五
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
公
民
館

事
業
の
な
か
で
も
人
気
の
教
室
の
一
つ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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休日救急医●

7月16日池田医院（本町西）

　　　費　52－2581

中条病院（中条）

盈　57－3018

〃

23日至誠堂医院（西浦東）

　　魯　52－3276

30日大坪医院（四日町）

　　費　57－6100

8月6日第二藤巻医院（上　野）

　　　盈　68－2018

13日大熊内科医院（山本1）

　　奮　52－7066

00一働000000働OOOO働一〇〇〇一〇〇〇〇〇鱒〇一D－000鱒0000－00000000000●90一噂O一一一一〇〇〇〇〇〇．■OO

薄
ノ

（十日町市千歳町）

鰻欝

レ
」
猷
剛

涼
　
内

　
恵
之

青
美
堀

5
登
漁

　
関
u

難欝〈　「風の音」

　藤巻秀正さん
　（十日町市住吉町）

　　「若葉萌える」

　田中武夫さん
▼　（十日町市吉田山谷）

八
魚
沼
の
作
家
展
下
ー

　「游」　　》

重野桂二さん
（十日町市稲荷町）

（8月号も引き続いて、「かわにし芸術の夏・95一雪国の芸術一魚沼の作家展」を紹介）
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